
A — ドウエア編 


Express サーバ本体の八ードウエアについて説明します。 


を部のさ)称と機能(一54ページ） . Express サーバのを部のを称と機能についてパー 

ツ単位に説明しています。 

設置と接続(一59ページ） . Express サーバの設置にふさわしい場所や背面の 

コネクタへの接続じついて説明しています。 


基本的な操作(一64ページ） . 

内蔵オプションの取リ付け(^75ぺージ） . 

BIOS のセットアップ(一103ページ） . 

リセ、ソトとクリア（一130ページ） . 

割し ja みラインと I / O ポートアドレスト133ぺージ) 


電源の ON や OFF の方法、およびフ□、ソピーディ 
スクや CD - ROM のセツト方法などについて説明 
しています。 

別売の内蔵型オプシヨンを取り付けるときにご覧 
ください。 

専用のユーティリティを使った目 I 0 S の設定方法 
について説明しています。 

Express サーバをリセ、ソトする方まと内部メモリ 
( CMOS ) のクリア方まじついて説明します。 

Express サーバ内部のアドレスや割り a みの設定 
について説明しています。 












各部の名祿と機能 

本装置のを部のを称を次に示します。 


装置前面 


① CD - ROM ドライブ 

CD - ROM のデータの読み出しを行う（^73ぺージ)。 

①-1ヘッドフオンジャック 
®-2 ボリューム 

① -3 アクセスランプ（アクセス中はオレンジ色に点灯） 
① -4 CD - ROM 挿入 □ 

① -5 エマージェンシーホール 
®-6 オープン/ク□ーズボタン 

② ファイルベイ 

オプションの DAT (デジタルオーディオテープ）ドライブ 
や光磁気ディスクドライブなどを取り付ける場所100 
ページ)。上のベイには CD - ROM ドライブを標準で装備。 

③ 3.已インチフ□ッピーディスクドライブ 

3. 5インチフ □、ソ ピーディスクを挿入して、データの書き 
込み/読み化しを行う装置 (-71 ページ)。 

(3)-1 フ□、ソピーディスクアクセスランプ（アクセス中は 
緑色に点灯） 

(3)-2 ディスク挿入 □ 

(3)-3 イジェクトボタン 

④ POWER スイッチ 


Express サーバの電源を ON / OFF するスイ、ソチ。一度押ず 
と POWER ランプが点灯し、 ON の状態になる。もう一度 
押ずと OFF の状態になる（一64ページ)。4秒 U 上押し続 
けると強制シャツトダウンする（一130ページ)。 

⑥ POWER ランプ(緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する。（^57ぺージ)。 

⑥ D 旧 K アクセスランプ(緑色） 

取り付けている内蔵型八ードディスクが動作していると 
きに点灯する（一57ページ)。 




① -4 ①-己 



① -6 
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装置背面 


① AC インレット 

電源コードを接続するソケット （一 62ページ)。 

② ボルテージセレクタ 

入力電圧の設定をするスイ、ソチ（化荷時の設定 
「11日」にしておいてください。） 

③ シリアルポート1コネクタ（ち側）/シリアル 
ポート2コネクタ(左側） 

シリアルインタフェースを持つ装置と接統する 
卜62ページ)。 

なお、専用回続に直接接続することはできません。 

④ DUMP スイッチ 

Express サーバ本体に起きたイベント□グを探取 
する （一 214ページ)。 

⑥キーボードコネクタ 

添付のキーボードを接続する （一 62ページ)。 

⑥ マウスコネクタ 

添付のマウスを接続する （一 62ページ)。 

⑦ モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する （一 62ぺージ )。 

⑧ USB コネクタ 

US 目インタフェースに対応している機器と接続 
する （Windows NT 4.0 では対応したドライバが 
必要、一62ページ)。 

⑨ 100 BASE - TX /10 BASE-T コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する （一 62 
ぺージ)。 

⑨ -1ACTIVE ランプ（アンバー色） 

データパケットの送受信をしているときに点 
滅する（一57ぺージ)。 

( D -2 LINK ランプ(緑色） 

ネットワークケーブルを介して HU 目を正常(こ 
接続できるとき(こ点灯する (一己7ぺージ)。 

⑩ プリンタポートコネクタ 

セント□ニクスインタフェースを持つプリンタと 
接続する （一 62ページ)。 

⑩ PCI ボード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取り付けるス□ット 
卜87ページ）。 



己己 
























































装置内部 


電源ユニット 
マザーボード 
ファイルベイ 

(③ 一1 の CD - ROM ドライブは標準装備。③ 
-2 と③ 一3 は空きス□、ソト。） 

3. 5インチフ□、ソピーデイスクドライブ 
ディスクベイ 
ぶ却ファン 


① 


③ 



③ 


•④ 


⑥ 



CPU ソケット 

DIMM ソケット（図中の左から DIMM #1 一 DIMM #2 
一 DIMM #3) 

電源コネクタ 

フ□、ソピーディスクドライブコネクタ 

IDE コネクタ （® — 1が内蔵八ードディスク用(青 

色）、⑥ 一2 が CD - ROM ドライブ用（白色)） 

ブザー 

ぶ却ファンコネクタ 

コンフィグレーションジャンパスイッチ （132 ぺ一 
ジ参照） 

フ□ントパネルコネクタ 
(9)-1 パワーランプ用コネクタ 
(9)-2 D に K アクセスランプ用コネクタ 
(9)-3 パワースイ、ソチ用コネクタ 
リチウム電池 




PCI ボードス□、ソト （4 ス□、ソト。図中の上か 6 PCI #1- 
PCI #2 一 PCI #3 一 PCI #4。） 

CPU ファンコネクタ 

外部接続コネクタ(前ページ参照） 


①③ Q 


3⑥逸 


G 屋 ③④廷 項⑦⑧ ⑨ 


⑩ 


⑩ @⑩ 
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ランプ表巧 


Express サーバのランプの表示とその意□末は次のとおりです。 

POWER ランプ 

Express サーバの電源が ON の間、ランプが緑 
色に点なしています。電源が Express サーバ 
に供給されていないと POWER ランプが消な 
します。 


POWER ランプ 


D に K アクセスランプ 

D に K アクセスランプは本装置内部のハード 
ディスクじアクセスしているときに点灯しま 
す。 

1-0 オプションのディスクミラーリングコ 
ント□—ラなどを搭載している場台 
は、ランプのケーブルの接続先を変え 
ないと正しく点なしません。詳しく 
は、89〜92ぺージを参照してくださ 
い。 

フ□、ソピーディスクドライブ、 CD-ROM ドラ 
イブのアクセスランプは、それぞれにセット 
されているディスクや CD-ROM にアクセスし 
ているときに点なします。 

ネットワークポートのランプ 

1 00 BASE - TX /1 OBASE-T つネクタのちイ則に 
ACTIVE ランプと LINK ランプがあります。 



アクセスランプ 


DISK アクセスランプ 



ACTIVE ランプ 



LINK ランプ 
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ACTIVE ランプ 


ACTIVE ランプは、ネットワーク間のデータパケットを送受信している時に点滅します。 
データを送信または受信しているはずなのにこのランプが点滅しないときは、内蔵のネット 
ワークコント□-ラの故障が考えられます。保守サービス会社に連絡して保守を依頼ください。 


LINK ランプ 

100 BASE - TX /10 巨 ASE - T コネクタに接続したケーブルを介してネットワーク上のデバイス 
( HUB ) などと接続（リンク）しているときに緑に点なします。 

LINK ランプが点灯していないときは、ネットワークに接続されていないことを示します。主 
に次のようなことが原因としてあげられます。 

• ケーブルが100 BASE - TX /10 目 ASE - T コネクタじ正しく接続されていない。 

• リンクテストを無効にしている。 

• HU 目から電源が供給されていない。 

• ネットワークケーブル（コネクタ含む）の破損。 

• もう一方のコネクタの接続先が100巨 ASE - TX /10 巨 ASE - T に対応していない。 

•ネットワークケーブル長が推奨の長さ （100 m ) を越えている。 

W 上の点じついて磕認してもランプが点なしない場合は、保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 
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A ミ主意 



装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ拟降の説明をご覧ください。 

• フ□ントべゼルに手をかけて運ばない 

• 指定似がの場所に設置しない 


Express サーバの設置にふさわしい場所は次のとおりです。設置場所がままったら、 
Express サーバの底面をしっかりと持って運び、設置場所にゆっくりと静かに置いてくださ 
い。 



設置と接続 

Express サーバの設置と接続じついて説明します。 



八—ドウ H ア編 


59 























































次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に 
Express サーバを設置すると、誤動作の原因となります。 




物の落下が考えられる場所。 



腐食性ガスの発生する場所、薬品 
類のお< や薬品類がかかるおそれ 
のある場尸斤。 



電源コードまたはインタフェース 
ケーブルを足で踏んだり、引っ掛 
けたりするおそれのある場所。 



強い磁界を発生させるもの（テレ 
ビ、ラジオ、放送/通信用アンテ 
ナ、送電線、電磁クレーンなど)の 
お<(やむを得ない場合は、保守 
サービス会社に連絡してシールド 
工事などを巧ってください）。 



本装置の電源コードを他の接地線 
(特に大電力を消費する装置など） 
と共用しているコンセントに接続 
しなければならない場所。 


電源ノイズ(商用電源をリレーな 
どで ON / OFF する場合の接点ス 
パークなど)を発生ずる装置のお 
くには設置しないでください。 
(電源ノイズを発生する装置のお 
<に設置するときは電源配線の分 
離やノイズフイルタの取り付けな 
どを保守サービス会社に連絡して 
行ってください。） 


Pl ; Express サーバ内部の部品を盗難から防止するために 

サイドカバーに鍵をかけてロックすることをお勧めし 
ます。装置背面右側にあるプレートに錠をつけること 
でサイドカバーをロックすることができます。 

ただし、万一のときに外すことができる錠やワイヤを 
使用してください。 
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0A 

装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死こずる、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につなびない 



A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ拟降の説明をご覧ください。 

• 指定似がのコンセントに差し込まない 

• たこ足配線にしない 

• 中途半端に差し込まない 

• 指定 m がの電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取りがしをしなし、 
• 指定杉がのインタフェースケーブルを使用しない 



Express サーバと周辺装置を接続します。 

Express サーバの背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されていま 
す。次の図は Express サーバが標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示 
します。周辺装置を接続してから添付の電源コードを Express サーバに接続し、電源プラグ 
をコンセントにつなげます。 
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シリアルインタフェースを持つ装置（モデムなど) 



シリアルインタフェースを 
持つ装置（モデムなど） 


10101 2 — 




最後にコンセントに接続ずる。 
UPS に接続ずる場合は次ページの 
説明を参照。 

\ ——... 如項 

添付の電源コード 



パラレルインタフェースを 
持つプリンタ 




USB インタフ エース を持つ装置* 
(ターミナルアダプタなど） 


ディスプレイ装置 


八ブ(マルチポート 
リピータ） 



* Windows NT 4.0では対応ずるドライバが必要です。 


LAN 上のネットワークシステム 
(八ブを介して接続されます） 


M-O • Express サーパ’、および接続する周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくださ 
し、 ON のが態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• NECm 夕 K サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブルを接続ずる場合 
は、お買い求めの販売店でそれ5の装置び Express ヴーバで使用できることをあ5か 
じめ確認してください。ヴードパーティの装置の中には Express サーバで使用できな 
いちのびあります。 

• 添付のキーボード、 マウスはコネクタ 部分の 「 A 」 マークを ちに向けて差し込んでくださ 
い。 

• 接続するモデムは、 NEC の rCOMSTARZ MULT 旧目011」をご使用になることをお勧 
めします。 ESMPR 0 び持つ障害発生時の ALIVE 通報などびより確実に機能します。 

• Express サーパの背面にある「ボルテー 
ジセレクタ」の設定は rn 已」（出荷時の 
設定)のままにして使用してください。 



麵麵 


mm 


誓が唆〇 〇巧：：。。：；一!^〇 

-1^0 〇嶺殘 01& 



零 


-llluuiuiulllluulllluullllE 


C じ C じだ C じ一； 
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Express サーバの電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にある 
サービスコンセントじ接続します。 

UPS のサービスコンセントじは 、 「SWITCH OUT 」 と 「 UN-SWITCH OUT 」 という2種類のコ 
ンセントがあります （「 OUTPUT 1」、 「0 UTPUT 2」 と呼ぶ場合もあります）。 

UPS を制御するアプリケーシヨン作 SMPRO / UPSContmller など)から電源の制御をしたい 
場合は 、 SWITCH OUT じ電源コードを接続します。 

常時給電させたい場合は、 UN-SWtCH OUT じ電源コードを接続しますに4時間稼働させる 
モデムなどはこのコンセントに接続します）。 

本装置の電源コードを UPS じ接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るために Express サーバの目 IOS の設定を変更してください。 

BIOS の電源連動機能 ( AC - UNK ) を選択すると表示されるパラメータを切り替えることで設 
をすることができます。詳しくは122ページを参照してください。 

<例> 



八—ドウ H ア編 


63 





























基本的な操作 


Express サーバの基本的な操作の方法について説明します。 



Express サーバの電源は前面にある POWER スイ、ソチを押すと ON の状態になります。 

次の順唐で電源を ON にします。 

1 . フ□、ソピーディスクドライブにフ□、ソピーディスクをセツトしていないことを確認する。 

2 . ディスプレイ装置、および Express サーバに接続している周辺機器の電源を ON にする。 

無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置(こ電源コードを接続している場合は、電源制御装置 
の電源が ON (こなっていることを確認してください。 



3. Express サーバ前面(こある POWER ス 
イッチを押す。 


POWER ランプが緑色に点灯し、しば6 
くするとディスプレイ装置の画面には 
「 NEC 」 □ゴが表示されます。 


POWER ランプ 


「 NEC 」 □ゴを表示している間、 Express サーバは自己診断プ□グラム ( POST ) を実行して Express 
サーバ自身の彰断しています。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 POST を 
完了すると 0 S が起動します。□グオン画面でユーザーをとパスワードを入力すれば使用できる状 
態になります。 

POST 中(こ異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。メッセージをメ 
モして保守サービス会社に連絡してください。 
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POST (Power On Se げ - Test ) は、 Express サーバのマザーボード内に記録されている自己診 
断機能です。 

POST は Express サーバの電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリ 
モジュール、 CPU モジュール、车ーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の 
実行中に各種の BIOS セツトアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 


Express サーバの化荷時の設をでは POST を実巧している間、 
ディスプレイ装置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。（く Es に羊一 
を押すと、 POST の実行内容が表示されます。） 



POST の実行内容は常に磕認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• Express サーバの導入時 
• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の闇に何度もビープ音がしたとき 
• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 


POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明します。 


• POST の実;5中は、キー入力やマウスの操作をしないようにしてください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 とキー入力を要 
ホするメッセージを表示する場合もあります。これは取り付けたオプションのボードの 
BIOS び要求しているためのものです。オプションのマニュアルにある説明を確認して 
か5何かキーを巧してください。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取りがし/取り付けているス□ットの変更をして 
か5電源を ON にずると、 POST の実行中に取り付けたボードの構成に誤りびあること 
を示ずメッセージを表示して POST をいつたん停止することびありまず。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画面左上(こ基本メ 
モリと拡張メモリのサイズをカウントしているメ 、ソ セージが表示されます。 Express サーバに搭 
載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまでに数分かかる場合もありま 
す。同様に再起動（リブート）した場合など、画面に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合 
があります。 

2 . メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これ6は搭載している 
CPU や接続しているキーボード、マウスなどをお化したことを知6せるメッセージです。 
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3. しば 6 くすると、 Express サーバのマザーボードにある CMOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 


[Press <F2> to enter SETUP 


Express サーバを使用する環境じあった設定(こ変更するとき(こ起動してください。 エラー メッセー 
ジを伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を変更する必 
要はありません(そのまま何も人力せずにいると数秒後に POST を自動的に続けます）。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを押します。設定方まや 
パラメータの機能については、103ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、 Express サーバは自動的(こもう一度はじめか 6 P 0 ST を実巧します。 

八ードウエア構成(こよっては一瞬だけ表示されます。 SETUP ユーティリティを起動したときは電 
源 ON 後、 「 NEC 」 □ゴが表示された直後か、なん6かの表示が画面(こ化たときにく F 2> キーを押 
してください。 < F 2> キーや他のキーを何度も押さないようま意してください。 

4. 続いて Express サーバにオプションの SCSI コント□-ラボードなどの専用の BIOS を持ったコント 
□ーラを搭載している場合は、目 I 0 S セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示 
されます(そのまま何も入力せずにいると数秒後(こ POST を自動的に続けます）。 

<例： SCSI 目 I 0 S セツトアップユーティリティの場合> 


[Press <Ctrl> <A> for SCSISelectfTM) Utility! | 


ここで < Ctrl > キーと < A > キーを押すと ユー ティリティが起動します。 ユー ティリティの起動 
や操作に関しては、オプションのボードに添付の説明書を参照してください。 

SCSI ユーティリティを使用しなければな6ない例としては次のような場合があります。 

• ファイルベイに SCSI 機器を取り付けた場合 
• 外付け SCSI 機器を接続した場合 
• Express サーバ内部の SCSI 機器の接続を変更した場合 

已.オプションボード(こ接続している機器の情報などを画面に表示します。 

6 . 目 I 0 S セットアップユーティリティに ETUP 」 でパスワードの設定をすると、 POST が正常に終了 
した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 





I -ールずるまではパスワードを設定しないでくださし、。 


7. POST を終了すると 0 S を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
次にエラーメ 、ソ セージの一覧と原因、その対処方まを示します。 

I M-O 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてください。アラー 
ム表示は保守を行うとをに有用な情報となります。 
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エラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

0200 Failure Fixed Disk 

八ードディスクエラー。 

保守サービス会社に連絡して 
ください。 

0210 Stuck Key 

キーボード接続エラー。 

キーボードを接続し直してく 
ださい。 

0211 Keyboard error 

キーボードエラー。 

キーボードを接続し直してく 
ださい。再起動してくださ 
し、それでも直らない場合は 
保守サービス会社に連絡して 
ください。 

0212 Keyboard controller error 

キーボードコント□ーラエラー。 

0213 Keyboard locked - Unlock key 
switch 

不正なキー人力がありました。 

0230 System RAM Failed at o 能 et 

基本メモリで異常をお化しました。 

保守サービス会社に連絡して 
メモリを交換してください。 

0231 Shadow RAM Failed at o 能 et 

シャドウを有効じしている拡張 
ROM 空闇でメモリの異常をお化し 

よし/し0 

0232 Extended RAM Failed at 
address line 

拡張 RAM エラー。オフセットアド 
レス 

保守サービス会社に連絡して 
ください。 

0250 System battery is dead - 
Replace and run SETUP 

バッテリが寿命です。 

保守サービス会社に連給して 
マザーボードを交換してくだ 
さい。その後、 SETUP を起 
動して設定し直してください。 

0251 System CMOS checksum bad - 
run SETUP 

CMOS のチェックサムエラーです。 

SETUP を起動して設定し直 
してください。 

0260 System timer error 

タイマの故障です。 

保守サービス会社に連絡して 
マザーボードを交換してくだ 
さい。 

0270 Real time clock error 

リアルタイムク□ック(時計)が故障 
しているか、正しく設定されていま 
せん。 

SETUP を起動して時闇の設 
定をし直すか、保守サービス 
会社(こ連絡してマザーボード 
を交換してください。 

0271 Check date and time settings 

リアルタイムク□、ソクの時刻設定(こ 
誤りがある D 

SETUP を起動して時闇の設 
定をし直ずか、保守サービス 
会社に連給してください。 

02B0 Diskette drive A error 

フ □、ソ ピーディスク A のエラー。 
ドライブが故障しているか、ケーブ 
ルが接続されていません。 

保守サービス会社に連絡して 
<ださい。 

ケーブルの接続を確認してく 
ださい。 

02B3 Incorrect Drive A type - run 
SETUP 

(Incorrect Drive B type - run 
SETUP) 

Drive A 旧)のフ□、ソピーディスクド 
ライブの設定が闇違っています。 

SETUP を起動して正しく設 
定し直すか、保守サービス会 
社に連絡してマザーボードか 
フ □、ソ ピーディスクドライブ 
の交換をしてください。 

02D0 System cache error - Cache 
disabled 

CPU のキャッシュのエラーです。 

保守サービス会社に連絡して 
CPU を交換してください。 
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エラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

0B28 Unsupported CPU detect on 

CPU Socketl 

サポートしていない CPU が CPU#1 
のソケット(こ取り付けられている。 

保守サービス会社(こ連絡して 
本装置がサポートしている 
CPU と交換してください。 

0B30 CPU Fan Alarm occurred. 

CPU (こ搭載した FAN の異常。 

FAN の目詰まりをチェックし 
て、ホコリが付着しているよう 
であ村拥又り除してください。 
異常が見当たらない場合や清 
掃しても直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B60~0B62 DIMM group-#n has 
been disabled. 

DIMM 番号 (#n) でメモリエラーをネ矣 
化した。メモリが縮退している。 

保守サービス会社に連縮して 
ください。 

Expansion Rom not initialized 

PCI ボードの拡張 ROM 初期化工 
う一。 

PCI ボードの取り付け状態を 
確認してください。また 
は、 SETUP を起動し、 
[Advanced] メニューの 
[Option ROM] で、運用に必 
要のない PCI ボードに対する 
設定を無効にして<ださ 
し、（表の下じある「ヒント」 

を参照してください。） 

Multiple-bit ECC error occurred 

メモリ複数ビットエラーが起きまし 
た。 

保守サービス会社に連縮して 
ください。 

Operating System not found 

0S の人ったフ□、ソピーディスクま 
たは八ードディスクが見つかりませ 
んでした。 

0S の人っていないフ□ッピ ー 
ディスクを取り出してもう一 
度起動するか、 0S をインス 
トールしてぐださい 0 

Parity Check 1 
(Parity Check 2) 

パリティエラーをお化しました。 

保守サービス会社(こ連給して 
マザーボードを交換してくだ 
さい。 

PCI System Error on Bus/Device/ 
Function 

バス/デバイス/フアンクシヨンで 
PCI システムエラーが発生した。 

保守サービス会社に連絡して 
マザーボードを交換してくだ 
さい。 

PCI Parity Error on Bus/Device/ 
Function 

バス/デバイス/フアンクシヨンで 
PCI パリティエラーが発生した。 

Press <F1> to resume, <F2> to setup 

何らかのエラーが発生した時に表示 
されます。 

<F1> キーを押すとそのま 
ま続行します。く F2> キー 
を押すと SETUP メニューが 
表示されますので、正しく設 
定し直してください。 


1;^ 々の点についてもを意してください。 

[120 • モニタが接続されているグラフィックスデバイスは [ Disabled ] にしないでください。 

• ネットワークブート機能を使用しない場合は PCI LAN デバイスのオプション ROM を 
[ Disabled ] にしてくださし、。 

それでも直らない場合は、保ずサービス会社に連絡してマザーボードを交換してくださし、。 
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メモリに関するエラーメッセージとマザーボード上に取りがけられているメモリは次の図の 
ように対応しています。 


故障しているメモリは SETUP ユーティリティからでも確認できます （1 12ぺージ参照）。 


[ 5 ^ 



メモリの故障を示すメ 、ソ セージ(例では 
DIMM #2が故障した場合の表示） 



-DIMM #1 
-DIMM #2 
-DIMM #3 


BIOS Error Information 


BIOS の セッ ト アップメニューの 中に エラー □グを残す機能があります。次に エラー □グの 
一覧と原因、その対処方法を示します。 


メッセージ 

意味 

巧処方法 

DUMP Switch pressd 

DUMP スイ、ソチが押された。 

DUMP スイッチを押した場合 
は特に問題ありません。 

Multi bit Error occurred 

メモリのマルチビ、ソトエラー。 

保守サービス会社に連絡して 
メモリを交換してください。 

PCI SERR occured 

PCI システムエラー。 

保守サービス会社に連絡して 
PCI ボードまたはマザーボー 
ドを交換してください。 

CPU 瓜 RR occurred 

CPU エラ—。 

保守サービス会社に連絡して 
マザーボードを交換してくだ 
さい。 

CPU Thermal Trip 

CPU の湿度異常。 

FAN の目詰まりをチェックし 
て、ホコリが付着しているよう 
であれば帝り除いてください。 
異常が見当たらない場合や清 
掃しても直らない場合は保守 
サービス会な(こ連絡してくだ 
さい。 

Watch Dog Timer timeout occured 

Watch Dog Timer のタイムアウト。 

保守サービス会社に連絡して 
ください。 


八—ドウ H ア編 


69 



















































































電源の OFF 


次の順唐で電源を OFF にします。 Express サーバの電源コードを UPS に接続している場合は、 
UPS に添付のマニュアルを参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションのマニュアル 
を参照してください。 

1 . 0 S のシャットダウンをする。 

2. Express サーバ 前面にある POWER スイ、ソチを 押す。 

POWER ランプが消のします。 

3. 周辺機器の電源を OFR こする。 


省電カモ_ドの起動 


Express サーバは ACPI モードに対応しています。 Express サーバの電力をほとんど使用しな 
い状態（スタンバイ状態）にすることができます。 

スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。 
POWER スイ、ソチを押すとスタンバイ状態は解除されます。 

>1： • 省電カモードへの移行、または省電カモードからの復帰方まについては 、 Windows 

2000の設をによって異なります。また、省電カモード中の動作レベルは 、 Windows 
2000の設定:に化存します 。 （Windows NT 4.0 では未サポートです。） 

• 搭載されているオプションボードによっては機能しない場合があります。 
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フロッピーディスクドライブ 


Express サーバ前面じフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）-保存（ライ 
卜）を行うことのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 

3.5 インチの 2 HD フ□、ソピーディスク （ 1 .44 M バイト）と 2 DD フ日ッピーディスク （720 K パ 
イト）を使用することができます。 


フ□ッピーディスクのセット/取り出し 

フ □、ソ ピー ディ スクをフ □、ソ ピー ディ スクドライブにセットする前に Express サーバの電源 
が ON ( POWER ランプ点な）になっていることを磕認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブじ完全に押し込むと r カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び化します。 

イジェクトボタンを押すとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
ら取り化せます。 

• フォーマットされていないフ□、ソピーディスクをセットすると、ディスクの内容を読め 
品歹] ないことを®6せるメッセージやフォーマットを要求するメッセージが表示されます。 

0S に添付のマニュアルを参照してフ□、ソピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□、ソピーディスクをセットした後(こ Express サーバの電源を ON (こしたり、再起動す 
るとフ□、ソピーディスクか6起動します。フ□、ソピーディスク内(こシステムがないと起 
動できません。 

• フ□、ソピーディスクアクセスランプが消なしていることを確認してか6フ□、ソピーディ 
スクを取り化してください。アクセスランプが点灯中(こ取り化すとデータが破壊される 
おそれがあります。 


フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー 
卜にできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいじ奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 銷筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

参ゴミやほこりの多いところでは使用しないで<ださい。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでください。 
• たばこの煙に当たるところじは置かないでください。 

• 水などの液体のお<や薬品のお<には置かないで<ださい。 

• 磁石など磁気を帯びたちのをおづけないで<ださい。 
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クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

フ□、ソピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようにライトプ□テクト（書き a み禁止） 

ができるようになっています。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは、読み化しはできます 
が、ディスクのフォーマットやデータの書き込みがで 
きません。重要なデータの入っているフ □、ソ ピーディ 
スクは、書き込み時 W 外はライトプ□テクトをしてお 
くようお勤めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクの 
ライトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 
トスイ、ソチで行います。 

フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
じよってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勤めします。作 xpress サーバに 
添付されているフ□、ソピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 
















CD - ROM ドライブ 


Express サーバ前面に CD-ROM ドライブがあります。 CD-ROM ドライブは CD-ROM (読み出) 
し専用の コン パクトディスク）のデータを読むための装置です。 CD-ROM はフ □、ソ ピーディ 
スクと比較して、大量のデータを高速に読み化すことができます。 



A ミち意 


0 A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 

• ヘッドフオンは耳にあてたまま接続しない 


CD - ROM のセット/取り出し 

CD-ROM を CD-ROM ドライブにセットする前に Express サーバの電源が ON (POWER ランプ 
点な）になっていることを磕認してください。 

CD-ROM ドライブ前面のオープン/ク□ーズボタンを押すとトレーが化てきます。 CD- 
ROM の文字が巧刷されている面を上にしてトレーの上に静かに、磕実に置いてください。 

オープン/ク□ーズボタンを押すか、トレーの前面を軽く押すと、トレーは自動的に CD- 
ROM ドライブ内にセットされます。 

I n-O CD - ROM のセット後、 CD - ROM ドライブの駆動音び大きく聞こえるときは CD - ROM を 
セットし直してください。 

CD-ROM の取り出)しは、 CD-ROM をセットするときと同じようにオープン/ク□ーズボタ 
ンを押してトレーをイジェクトし （0 S によっては 0 S からトレーをイジェクトすることもで 
きます）、トレーから取り化します（アクセスランプがオレンジ色に点なしているときは、 
ディスクにアクセスしていることを示します。この闇、オープン/ク□ーズボタンは機能し 
ません)。 

CD-ROM を取り化したらトレーを元に戻してください。 
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緊急時の取り出し 


才ープン/ク□-ズボタンを押しても CD - ROM を Express サーバから取り化せない場合は、 
次の手順に従つて CD - ROM を取り化します。 


1. POWER スイ、ソチを押して Express サーバの電源を OFF (POWER ランプ消灯）にする。 


2 . 直径約 1.2mm、 長さ約100 mm の金属製 
のピン(太めのゼムクリ、ソプを引き伸ばし 
て代用できる）を CD-ROM 前面ち側にあ 
る エマージェンシーホールに 差し A ん 
で、トレーが化てくるまでゆっくりと押 
す。 



• つま楊なやプラスチックなど巧れ 
やずいものを使用しないでくださ 
い。 

• 上記の手順を行っても CD - ROM び 
取り出せない場台は、保守ヴービ 
ス会社に連絡してください。 

3. トレーを持って引き化す。 

4. CD-ROM を取り化す。 

曰. トレーを押して元(こ戻す。 



CD - ROM の取り扱いについて 

Express サーバにセットする CD - ROM は次の点じを意して取り扱ってください。 

• CD - ROM を落とさないでください。 

• CD - ROM の上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• CD - ROM にラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面(文字などが印刷されていない面）に手を触れないで < ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいじ置いてください。 

• キズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接 CD - ROM じ書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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内蔵オプションの取 0 付け 


Express サーバに取りがけられるオプションの取り付け方法および注意事項じついて記載しています。 

n-O • オプションの取り付け/取りタルはユーザー個人でも行えまずび、この場合の装置およ 
居^ び部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねまずのでご了承 

ください。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に 
取り付け/取りがしを行わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは NEC び指定する部品を使用してください。指定似がの部 
品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障-破損についての修理は有料となり 
ます。 

• Windows 2000および Windows NT 4.0を使用している場合に A — ドウエア構成を 
変更したときは必ずシステムをアップデートしてください （ r 導入編」のそれぞれの 0 S の 
項を参照)。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け-取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくだ 
さい。 





㈱ 
A A 

A 

装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死こずる、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは 、 iii 
ぺー ジ拟降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• CD - ROM ドライブの内部をのぞかない 

• リチウム電池を取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 瓶 


A 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 iii ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 高温ま意 

• 中途半端に取り付けない 

• コネクタカバーを取り付けずに使用しない 
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静電気が策について 


Express サーバ内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け-取り外 
しの際は静電気による製品の故障に十分を意してください。 

•リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないで<ださい。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取りがける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 


取り付け/取りかしの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 


1 . 0S のシャットダウン処理を巧う。 

2. POWER スイ、ソチを押して Express サー 
バの電源を OFF (POWER ランプ消な） じ 
する。 

3. Express サーバの電源コードをコンセン 
卜か6抜く。 

4. Express サーバ背面に接続しているケー 
ブルをすべて取り外す。 

己. Express サーバの前後左ち、および上部 
(こ1〜 2m のスペースを確保する。 
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巧り付け/取 0 かしの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 

サイ ドカバー 

八ードディスクや PCI ボード、 DIMM の取り付け/取り外しを行うときは装置左側面にある 
サイドカバー(左）を取り外します。 

5.25 インチデバイスの取り付け/取り外しを行うときは、左ちのサイドカバーを取り外しま 
す。 


取り外し 

次の手順に従ってサイドカバーを取り外します。左ちのサイドカバーは同じ手順で取り外す 
ことができます。 

1. 前ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. ネジ2本を外す。 

3. サイドカバーを装置後方に少し引く。 

4. サイドカバーをしっかり持って取り外 
す。 


取り付け 

サイドカバーは r 取り外し」と逆の手順で取り付け 
ることができます。 

サイドカバーの上下にあるフックが Express サー 
バのフレームにある穴に痛実に差し a まれている 
ことを磕認してください。また、本体前面にスラ 
イドしてカバーを取り付けるときにも、サイドカ 
パー前面側にあるフ 、ソク が Express サーバのフ 
レームに引っ掛かっていることを磕認してくださ 
い。フレームに引っ掛かっていないとカバーを痛 
実に取り付けることができません。 


フレーム 


八フック 



穴 



八—ドウ H ア編 


77 















































フ□ントべゼル 


5.25 インチデバイスの取り付け/取り外しを行うときは次の手順でフ□ントべゼルを取り外 
します。 


取り外し 

次の手順に従ってフ□ントべゼルを取り外します。 


1. 76ページを参照して取り外しの準備をする。 


2. サイドカバー(左ちとも）を取りかす。 

3. フ□ントべゼル上側のタブ (4 力所）を外 
す。 


マイナスドライバなどを差し} A み上(こ向 
けて押すと□ックが外れます。 



4. フ□ントべゼル上側を手前に少し引いて 
から、 フ□ントべゼル下側にあるタブに 
力所)をかして、フ□ントべゼルを取り外 
す。 
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取り付け 


フ□ントべゼルを取りがけるときは、フ□ン 
卜べゼル裏側の下にあるタブや位置まめピン 
を Express サーバのフレームの穴に合わせて 
から、装置に向けて軽く押しがけてくださ 
い。 



[チェック] 


フ□ントべゼルの取り付けの前(こ前面じあるスイ、ソチ/ランプブラケット （ POWER ス 
イッチやランプ類が組み 3 A まれているプラスチック製のブラケット）が本体前面のフ 
レームに確実(こ取り付け6れていることを確認してください。 


タブが Express サーバのフレーム(こ 確実に引っか 
かっていることを確認してください。 
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八ードディスク 

インタフェースには、マザーボード上の IDE インタフェースの他、オプションの SCSI コント 
□ーラやディスクアレイコント□ーラ等も使用巧能です。 

オプションのコント日ーラによっては HDD デバイスベイ実装キット (N8151-31) を使用する 
ことにより最大3台の八ードディスクを取り付けることができます。 

M-O NEC で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。ヴードパーティ 
の八ードディスクを取り付けると八ードディスクドライブだけでなく本体び故障するおそれ 
びありまず。 

また、これ5の製品び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となり 
ます。 



3台目の八ードディスク* 


1台目の八ードディスク 


2台目の八ードディスク 


デイスクベイ 


* オプションの HDD デバイスベイ実装キットおよびコント 
□ー ラボー ド類が必要。 



IDEA - ドディスクと SCSI 八ードディスクを混在して搭載することはできません。 
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動作モードの設定 

Express サーバ内に搭載する八ードディスクの動作モードは次のように設定してください。 

• ノ V — ドディスク(標準の IDE インターフェイス使用）の場合 


搭載台数 

MASTER / SLAVE * 

取り付けるベイの位置 

1台目 

MASTER ( SINGLE ) 

ディスクベイの上段 

2台目 

SLAVE 

ディスクベイの下段 


* 購入時に搭載済みだった八ードディスクの設定については、八ードディスクに貼り付け6れ 
ているラベルを参照してください （「 MASTER 」 ではなく、 「 SINGLE 」 に設定されている場合 
もありますのでごを意ください）。オプションの八ードディスクについては、オプションの 
八ードディスク(こ添付の説明書を参照して<ださい。 


• IDEA - ドディスクの場合(オプションのコント□ーラボード使用) 


搭載台数 

MASTER / SLAVE * 

取り付けるベイの位置 

1台目 

MASTER ( SINLE ) 

ディスクベイの上段 

2台目 

MASTER ( SINLE ) 

ディスクベイの下段 

3台目 

MASTER ( SINLE ) 

己.2己インチデバイスベイの一番下のス□ット(こ 
搭載した HDD デバイスベイ増設キット 


* オプションのコント□ーラに添付の説明書を参照してください。 


♦ SCSI ハードディスクの場合 


搭載台数 

SCSI ID * 

取り付けるベイの位置 

1台目 

ID 1 

ディスクベイの上段 

2台目 

IDO 

ディスクベイの下段 

3台目 

ID 2 

己.2己インチデバイスベイの一番下のス□、ソト(こ 

搭載した HDD デバイスベイ増設キット 


* SCSI ID (こ関しては一例であり、特に重な6なければ問題ありません。 

終端の設定 ( SCSI ターミネーシヨン)はすべて r 無効 ( OFF )」 に設定してください。 SCSI 夕一 
ミネーシ ヨンは、 内蔵 SCSI ケーブルの端に取り付け6れたターミネータで終端します。 
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取り付け 

次の手順で八ードディスクを取りがけます。 


■L 

rETF] 


3台目のハードディスクの取り付けについては、ハードディスク増設オプションに添付の説 
明書を参照して、ハードディスクをハードディスク増設オプションに取り付け後、「5.25イ 
ンチデバイス」を参照してハードディスク増設オプションを取り付けてください。 


1 . 取り付け前に、八ードディスクに添付の説明書を参照して八ードディスクの設定をする。 

I チェック I 

標準装備の八ードディスクの設定については、八ードディスクに貼り付け6れているラベルを 
参照してください。購入したときに搭載済みの八ードディスクは 「 MASTER 」 ではなく、 
「 SINGLE 」 に設定されている場合もありますのでごを意ください。 

2. 76ページを参照して取り付けの準備をする。 


3. 左側のサイドカバーを取り外す (77 ページ参照)。 


4. フ□、ソピーディスクドライブおよび搭載済みの八ードディスクに接続しているケーブルをすべて 
取り外す。 


I 

I ケーブルはゆっくりとていねいに引き巧いてください。弓 I を巧くときに周囲の部品に手をぶつ 
I けないようま意してください。部品び破損するおそれびあります。 


瓦ディスクベイを固定しているネジ （1 本) 
を取り外す。 


巨. ディスクベイをしっかりと持ち、ディス 
クベイじあるレバーを押しなが6装置後 
方へスライドさせる。 

約 1 cm ほど後方へスライドします。 

W-OIM 

ディスクベイをしっかりと持ち 、 CPU 
やマザーボード上の部品に当た5ない 
ようを意してください。 

7. ディスクベイを装置か6取り化す。 
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8. 八ードディスクにプラスチック製の緩衝 
材 r ショックフィート（白色)」が取り付け 
6れている場合は、取りかす。 



ショックフィートの取り付け位置 


9. 八ードディスクをディスクベイ(こ差し } A 
む。 

フレームじ挟まれて差し込みづ6いとき 
はフ□、ソピーディスクドライブを固定し 
ているネジを少しゆるめてください。 




取り付け前に八ードディスクの設定と 
取り付けるベイが合っていることを確 
認してください。 


コネクタ 


10. ネジ 4 本でディスクベイに固定する。 


フ□、ソピーディスクドライブを固定し 
ているネジも確実に締めてください。 


J \- ドディスクを固定ずるネジは、 
J \- ドディスク添付のネジを使用して 
<ださい。 


1. ディスクベイを取り付ける。 

ファイルベイ底面じある穴(こディスクべ 
イのフックを差し込んで、装置前面にス 
ライドさせます。「カチ、ソ」と音がして 
□ックされます。 

w-Oi^ 

ディスクベイをしっかりと持ち 、 CPU 
やマザーボード上の部品に当た 5 ない 
ようま意してください。また、八ード 
ディスクはとても衝撃に弱いデバイス 
でず。八ードディスクに衝撃を与えな 
いようていねいに取り扱ってくださ 
い。 

12. 手順日で取りかしたネジでディスクベイ 
を固定する。 



部品面 


ネジ穴 
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13. 電源ケーブルとインタフェースケーブル 
をフ□、ソピーディスクドライブおよび 
八ードディスク(こそれぞれ接続する。 

電源ケーブルのコネクタ番号 P 2 〜 P 5 が 
八ードディスクと日.2己インチデバイス 
用、 P 7 をフ□、ソピーディスクドライバ用 
です。 

インタフェースケーブルは使用するイン 
タフエースによって異なります。図を参 
考に接続してください。 



標準装備の状態 ( IDE ) 



フ□ッピーディスクドライブのコネク 
夕には誤挿入防止加工びされていない 
無い場台びあります。無い場台にはリ 
ボンケーブルのホいラインをマザー 
ボード側に向けて接続してください。 
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(オプション） * 八 ー ドディスク増設オプションが必要。 

SCSI コントロ^ラボー_ド/ディスクアレイコント□ーラボー_ドに接続する場合 ( SCSI ) 



リングコント□ーラの添付品） 

ディスクミラーリングコント□ーラボードに接続する場合 （ IDE ) 
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コント□ーラの添付品） 

* 八ードディスク増設オプションが必要。 
ディスクアレイコント□ーラボードに接続する場合 （ IDE ) 

14. Express サーバを組み立てる。 


取り外し 


次の手順で八ードディスクを取り外します。 


1 .「取りがけ」の手順2〜7を参照してディスクベイを取り外す。 


2. ネジ4本を外して八ードディスクをディスクベイか6取り外す。 



• 「SINGLE モード」に設定できる IDEA— ドディスクを1台のみ搭載して使用する場合は、 
J \- ドディスクの動作モードをに INGLE モード」に設定してください。設定方法について 
は、八ードディスクに貼5れているラベル、または八ードディスクに添付されていた説明書 
を参照してください。 

• 八ードディスクの電源ケーブルを取り外す場合は、ケーブルをねじったり、ケーブル部分を 
持って引っ張ったりせず、コネクタ部分をしっかりと持ってまっすぐに引き巧いてくださ 
い。 

• 空いた電源コネクタに電源コネクタカバーを取り付けてください。 


3. 「取り付け」の手順11〜13を参照してディスクベイを取りがけ、 Express サーバを組み立てる。 


上で完了です。 
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PCI ボード 


Express サーバには、 PCI ボードを取り付けることのできるス□、ソトを4つ用意しています。 


同時に八ードディスクを増設ずる場合について 

ボードを増設する前に八ードディスクを取り付けてください (80 ページ参照)。 

0S びインスIルされた（またはインスIルずる） A— ドディスクを接続する SCSI 
コント□—ラなどは PCI ボードス□ット#1か#2に取り付けてください。 

PCI ボードは静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分を素手で 
触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に巧するま意につ 
いては、7目ぺージで説明しています。 



-PCI ボー ドス□ツト#1 
-PCI ボー ドス□、ソト#2 
•PCI ボー ドス□、ソト#3 
•PCI ボー ドス□、ソト#4 
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オプションデバイスと取り付けス□ッI覧 


搭載可能 一搭載不可 

Express サーパのモデル(こよってはサポートしていない場合もあります。 

□ ングカードは PCI# 1 には取りがけ 6 れません。 

0S がインストールされた（またはインストールをする）八ードディスクを接続する場合は、 PCI#1 か 
PCI#2( こ取りがけてください。 

N 81 XX - XX と N 85 XX - XX のオプションボードは機能や性能が同じものです。もし、上記の一覧に記載のな 
い N 8日 XX-XX ボードを搭載する場合は、 N 81 XX - XX と読み替えてください。 


型 名* 4 

製品名 W 

ス□ット 

備考 

PCI# 1*2 

PCI 杜 2 

PCI 杜 3 

PCI#4 

N8 103-52 

ディスクアレイコント□-ラ 

〇 

〇 

- 

- 

いずれかのボー 
ドを 1 枚搭載巧 
能 

N8 103-73 

ディスクアレイコント 
□ーラ (IDE) 

〇 

〇 

- 

- 

N8 103-74 

ディスクミラーリングコント 
□—ラ 

〇 

〇 

- 

- 

N 8103 -56 

SCSI コント□ーラ 

〇 

〇 

- 

- 


N 8103 -6 己が 

SCSI コント□ーラ 

〇 

〇 

〇 

〇 


N8 己 04-80 

100 BASE-TX 接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 


N8 104-85 

100 BASE-TX 接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8104 -84 

1000 目 ASE-SX 接続ボード 

- 

〇 

〇 

〇 

いずれかのボー 
ドを 1 枚 
(AFT 時は同じ 
ボードを 2 枚） 
搭載可能 

N 8104 -90 

1000 目 ASE-T 接続ボード 

- 

〇 

〇 

〇 

N 8104 -103 

1000 目 ASE-T 接続ボード 

- 

〇 

〇 

〇 

N 8504 -23 

V.24 高速多回線ボード 

- 

〇 

〇 

〇 


N8 己 04-24 

X.21 高速多回線ボード 

- 

〇 

〇 

〇 


N8 己 04 -己己 

高速回線ボード 

- 

〇 

〇 

〇 

产 4-q ホわホで 

N 8504 -56 

に DN 高速回線ボード 

- 

〇 

〇 

〇 

y 乂ス个乂すし 

N8 104-42 

4 回線音声- FAX 処理ボード 

- 

〇 

〇 

〇 

最大 2 枚まで 

N 8104 -9 已 

4 回線音声処理ボード 

- 

〇 

〇 

〇 

N 8104 -96 

12 ◎線対応音声処理ボード 

- 

〇 

〇 

〇 

N8 104-82 

音声認識ボード基本セット 

- 

〇 

〇 

〇 


N 8108 -09 

音声認識ボード 

- 

〇 

〇 

〇 



312 3 4 

C ネネネ も- 
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RAID コント□-ラの取り付けについて 

W 下の RAID コント□ーラをインストールするために横討すべきことを記載します。詳しく 

は RAID コント□ーラに添付のマニュアルを参照してください。 

N 8103 -52 SCSI ディスクアレイコント日ーラ 
N 8 103-73 IDE ディスクアレイコント日ーラ 
N 8 103-74 IDE ディスクミラーリングコント日ーラ 

• インストールする RAID コント □ ーラの仕様にあった八ードディスクとケーブルを用意し 
てください。 

♦ 八ードディスクの ID や終端設定を正しく設定してしてください。 

♦ 構築する RAID (Redundant Arrays of Inexpensive [ lndependeri 1:] Disks ) レベルで必要 
となる台数分の八ードディスクを用意してください。 

♦ ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、八ードディスクを初期 
化します。ディスクアレイとして使用する八ードディスクに大切なデータがある場合 
は、バックアップを別の八ードディスクにとってからボードの取り付けやディスクアレ 
イの構築を行ってください。 

♦ ディスクアレイとして使用する八ードディスクはパックごとにディスク回転速度と容量 
が同じ八ードディスクを使用してください。 

♦ディスクアレイを構成すると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレイを 
構成する八ードディスクの総容量に比べ、実際に使用できる容量がルさくなります。 

♦ 巨 I 0 S ユーティリティ！ " SETUP 」 の 「 Advanced 」 メニューの 「Option ROM 」 で取り付けたス 
□、ソト番号のパラメータを 「 Enabled 」 にしてください。 

♦ ディスクアレイコント□ーラボードを交換する場合はディスクアレイの構成情報（コン 
フィグレーション情報）をディスクアレイコント□ーラボードにリストアしてください。 
リストアはコンフィグレーションユーティリティを使用します。詳しくは、「ソフトウェ 
ア編」を参照してください。 

♦ RAID コント□ーラボードに接続した八ードディスクのアクセス状態を装置前面の D に K 
アクセスランプで表示させる場合は、マザーボード上のコネクタに接続されている 「HDD 
LED 」 と巧刷されたケーブルコネクタ脚 SK アクセスランプコネクタ）を取り外し 、 RAID 
コント□ーラボード上のコネクタじ接続してください。 
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N 8 103-52 


「HDD LED」 のマーキングが見えない向 
き（マザーボード側に向くよう）に握続 
する 


ケーブル（白) 



ケーブル(赤） 


N 8103 -73 


ボード部品面 


I CHANNEL 2 I 


U 


JIIIIIIIIIIIIIIIIIII 

〇 ■画 

□ 


「HDD LED」 のマーキングが CHANNEL 2のコネクタ側を向く 
ように接続する 


/I 


詳しくは RAID コント□ーラに添付の説明書を参照してください。 

説明書内の 「 EXPRESS 5800/1 10 Ee 」 を 「 EXPRESS 5800/1 10 Ef 」 に読み替えてください。 


N 8103 -74 


「HDD LED」 のマーキングが装置底面に向く 
ように接続する 



• RAID の構築は適切な RAID コンフィグレーションユーティリティを使用してください。 
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SCSI コント□ーラの取り付けについて 

N 8103 -56/65 SCSI コント日ーラを取りがけ、 SCSI 八ードディスクドライブを内蔵する場 
合はじ(下のことについて考慮してください。詳しくは SCSI コント□ーラに添がのマニュア 
ルを参照してください。 

♦ インストールする SCSI コント□ーラの仕様にあった八ードディスク（最大3台）とケープ 
ルを用意すること。 

♦ 八ードディスクの ID や終端設定を正しく設定してしてください。 

♦ このボードの最大化力は 5 V です。 

♦ SCSI コント□ーラボードに OS がインストールされた八ードディスクを接続する場合は、 
番号のルさい PCI ス□、ソトから順番に取りがけてください。 

♦ SCSI コント□ーラボードに接続した八ードディスクのアクセス状態を装置前面の D に K ア 
クセスランプで表示させる場合は、マザーボード上のコネクタに接続されている 「HDD 
LED 」 と巧刷されたケーブルコネクタのに K アクセスランプコネクタ）を取り外し 、 SCSI 
コント□ーラボード上のコネクタじ接続してください。 
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N8 103-56 


ケーブル(赤色) 



N8 103-65 



• 取り付け後は、 SCSI コント□ーラの SCSI 目 I 0 S ユーティリティを使用してボードや接続 
しているデバイスの転送レートの設定などをします。設定の詳細とその方まについて 
は、ボードに添付の説明書を参照してください。 
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取り付け 

次の手順に従って PCI ボードス□、ソトじ接続するボードの取り付けを行います。 

1. 取り付け前に、取り付けるボードでスイッチやジャンパの設定が行える場合は、ボードに添付の 


マニュアルを参照して正しく設定しておく。 

2. 79ページを参照して準備をする。 

3. サイドカバーを取り外す （77 ページ参照)。 

4. 装置をしっかりと両手で持ちなが6左側 
面が上に向くようにゆっくりと静かに倒 
す。 


己. 取りがけるス□ツトと同じ位置搞さ）に 
ある PCI ダミーパネルの位置を確認する。 

IチェックI 

前述の表を参照してボードを取り付け 
ることができるス□、ソトを確認してく 
ださい。 

巨. PCI ダミーパネルを固定しているネジ1本 
を取り外してパネルを取り外す。 

w-Oi® 

取りがした PC Iダミーノたをルは大切に 
保管しておいてください。 
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7. PCI ボードの部品面を Express サーバ底面 
に向け、ボードの接続部分がス□ットに 
確実(こ接続するようしっかりとボードを 
押し} A む。 



うまくボードを取り付け5れないとき 
は、ボードをいったん取りがしてか5 
取り付け直してください。ボードに過 
度の力を加えるとボードを破損ずるお 
それびありまずのでま意して < ださい。 

8 . 手順6で外したネジでボードを固定する。 

9. Express サーバ内部のデバイス（八ード 
ディスクなど)と接続する場合は、ケーブ 
ルをボードとデバイスに接続する。 

10. Express サーバを組み立てる。 



11. Express サーバの電源を ON にして POST でエラーメ、ソセージが表示されていないことを確認する。 

12. 目10 S セットアップユーテイリテイを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「 Advanced 」 の 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 


八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは111ページをご覧ください。 
i ： i 上で完了です。 
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取り付け後の設定 


取り付けたボードのタイプによっては、取り付け後にユーティリティを使って Express サー 
バの設をを変更しなければならない場合があります。詳しくは、ボードに添付の説明書を参 
照してください。 


取り外し 

1. 79ページを参照して準備をする。 

2. サイドカバーを取り外す （78 ページ参照)。 

3. 左側面が上(こなるようじゆっ< りと静かに倒す。 

4. 取り外すボードを固定しているネジをかす。 

5. ボードの両端をしっかりと持ち、まっすぐに引き抜く。 

巨.ボードを取りかしたまま運用する場合は PCI ダミーパネルを取り付ける。 

7. 手順1、2で取りかした部品を取りがけ、 Express サーバを組み立てる。 

8 . Express サーバの電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

9. 目 IOS セットアップユーテイリテイを起動して 「Advanced」 メニューの 「Advanced」 の 「Reset 
Configuration Data」 を 「Yes」 (こする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは111ページをご覧ください。 

上で完了です。 
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DIMM 


DIMMCDual Inline Memory Module ) は、マザーボード上の DIMM ソケットじ取り付けま 
す。マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが3個あります。 

M-O • NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティの DIMM など 
を取り付けると、 DIMM だけでなく、本体び故障するおそれびあります(この場をは修 
理は保証期間中でも有料となります)。 

• DIMM は静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の静電 
気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分を素手で触っ 
たり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に巧ずるま意について 
は、79ぺージで説明していまず。 


DIMM #1 
DIMM #2 
DIMM #3 


Slot #1に DIMM を1枚標準 
で装備。 



DIMM は1枚単位で取りがけられます。また、 DIMM ソケットの#1から#3へ番号のルさい順 
に取りがけてください。 

メモリは最大3枚まで増設できます。 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


1. 76ページを参照して準備をする。 

2. サイドカバーを取り外す （77 ページ参照)。 

3. 左側面が上になるようにゆっくりと静か 
に倒す。 


4. 電源ユニットを固定しているネジに本） 
をかす。 

日.固定ブラケットを固定しているネジをゆ 
るめてスライドさせる。 


巨.電源ユニットを少し持ち上げてか6、装 
置上面側にスライドさせて取り外す。 




八—ドウ H ア編 


97 

























7. 取り付ける DIMM ソケットの両側にある 
レバーを広げる。 


8 . DIMM を垂直に立てて、ソケット(こ押し 
込む。 

I チェック I 

DIMM の向きに注意してください。 
DIM M の端子側(こは誤挿入を防止する 
ための切リタきがあります。 


DIMM が DIMM ソケット(こ差し込まれる 
とレバーが自動的(こ閉じます。 


9. 手順6で取り外した電源ユニットを取り 
がけて、手順5〜4を参照して電源ユニッ 
卜を固定する。 

電源 ユニッ トの フレーム じある フック 
が本体の フレーム にある穴(こ確実に差 
し} A まれていることを確認してくださ 
い。 

10. Express サーバを組み立てる。 

11. Express サーバの電源を ON にして POST 
でエラーメッセージが表示されていない 
ことを確認する。 

12. 目 I0S セットアップユーティリティを起動 
して 「 Advanced 」 メニューの 
「Adbanced」 の 「Reset Configuration 
Da ね」を 「Yes」 にする。 





八ードウエアの構成情報を更新するため 
です。詳しくは110ページをご覽<ださ 
い。 


13. Windows 2000/Windows NT 4.0 を使用している場合は、ぺージングファイルサイズを推奨値 
(上に設定する。 

Windows 2000の場合：搭載メモリ x 1.日に0ページ参照） 

Windows NT 4.0 の場合:搭載メモリ+ 12MB (37 ぺージ参照） 


]：> (上で完了です。 


98 

















取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 

^ 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエラーメッセージを確 
[P； 引認して、取り付けているソケット番号(グループ）を確認してください。 

1. 「取り付け」の手順1〜6を参照して電源ユニットを取り外す。 

2. 取り外す DIMM のソケットの両側にある 
レバーを左ちにひろげる。 

3. DIMM を取りかす。 

4. 電源ユニットを取り付ける。 

己. Express サーバを組み立てる。 

巨. Express サーバの電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認す 
る。 

上で完了です。 
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5.25インチデバイス 


Express サーバには、 DVD - RAM 装置や磁気テープドライブなどのバックアップデバイスを 
取り付けるス□、ソトを3つ用意しています (3 つのス□、ソトのうち、標準装備の CD - ROM ドラ 
イブで1ス□、ソト使用しています）。 


I M-O SCSI 機器を取り付けるためには、オプションの SCSI コント□—ラボード （ PCI ボード）と 
内蔵 SCSI ケーブルび別途必要です。 

，|; • 別売の HDD デバイスベイ実装キット (N 8151 -31) を取り付けることで SCSI ハードディス 

r^^TFI クを 5.25 インチデバイスベイに1台搭載することができます（内蔵のハードディスクの合 

計は3台までです）。ただし、 5.25 インチデバイスベイの一番下のスロットに取り付けて 
ください。 

• 別売の「内蔵 SCSI ケーブル （K410-92 (00))」は、1本のケーブルでハードディスクと 5.25 
インチデバイスをデイジーチェーン接続することができます。 


取り付け 


次の手順に従って 5.25 インチデバイスを取り付けます。 


1. 76ぺージを参照して取りがけの準備をす 
る。 

2 . 次の部品を取り外す。 

• 左ちのサイドカバー （77 ページ参照)。 
• フ□ントべゼル （78 ぺージ参照）。 

3. フ□ントベゼルか6ダミーカバーを取り 
外す。 

w-Oi^ 

取りがしたダミーカバーは大切に保管 
しておいて < ださい。 


4. ファイルベイか 6EMI ダミーパネルを取 
りかす。 

w-oira 

• 取りがした EMI 夕’ミーパネルは大 
切に保管しておいてください。 

• 増設したデバイスによっては、フ 
□ントべゼルをデバイスの取り付 
け後に取り付け5れない場台びあ 
ります。このような場合は、手順已 
の前にフ□ントべゼルを取り付け 
て < ださい。 

























5. デバイスを設定する。 


SCSI ID は重複しないように設定してください。終端 (SCSI 夕ーミネーシヨン）はすべて 
「無効 (OFF)」 に設定してください。 SCSI 夕ーミネーシヨンは、内蔵 SCSI ケーブルの端に 
取り付け5れたターミネータで終端します。 

内蔵 DVD-RAM 装置の場台は、に LAVE」 に設定してください。 


目.インタフェースケーブル（別売品）を 5.25 
インチデバイス(こ接続する。 


電源ケーブル 


5.25 インチ 
デバイス 


搭載ずるオプションによっては、デバ 
イスに添付の電源ケーブルを使用しな 
ければな5ない場合びありまず。オプ 
ションに添付の説明書を参照してくだ 
さい。電源ケーブルのコネクタ番号 P2 
〜 P 已び八ードディスクと己.2已インチ 
デバイス用です。 


7. 日.25インチデバイスをファイルベイに人 
れる。 




インタフエースケーブルと電源ケーブ 
ルがデバイスじ挟まれていないことを 
確認しなが6デバイスを差し A んで< 
ださい。 


目. 5.2 日インチデバイスをネジ4本で固定する。 

ネジ位置は左ちとも同じです。 

前面のカバーがすでに取り付けられているデバイスの 




固定する前に取り付けたデバイスの前面のカバーび CD-ROM ドライブ前面のカバーと水平 
になるよう位置を合わせてください。 
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デバイスを固定するネジは、デバイスに添付のネジを使ってくださし、。 
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9. インタフェースケーブルをオプションの PCI ボード (SCSI コント□ーラ）(こ接続する。 

空冷効果を妨げないようケーブルの余長部分を折りたたむなどの処理をして<ださい。 

•L 画 

内蔵 DVD - RAM は IDE インタフェースのデバイスです。内蔵 DVD - RAM をデバイスベイに装着 
する場合は、内蔵 DVD - RAM 添付の IDE ケーブルを使用してマザーボード上の IDE コネクタ （ CD - 
ROM ドライブ用）と接続します。詳細については内蔵 DVD - RAM 添付の取扱説明書を参照してく 
ださい。 

10. 手順1、2の逆の手順で Express サーバを組み立てる。 

11. 増設したオプション(こ添がされている説明書を参照してドライバのインストールや詳細設定をす 
る。 


取り外し 

次の手順で取り外します。 

1. 76ページを参照して取りかしの準備をする。 

2 . 次の部品を取り外す。 

• 左ちのサイドカバー (77 ページ参照)。 

• フ□ントべゼル （78 ぺージ参照）。 

3. SCSI コント□ーラボードじインタフェースケーブルを接続している場合は、 SCSI コント□-ラ 
ボードか 6SCSI ケーブルを抜く。 

4. 日.2日インチデバイスを固定しているネジ4本（デバイスの左ちじを2本）をかす。 

己. 5.25 インチデバイスを装置か6取り化す。 

I W-OIM 

己. 2 己インチデバイスに 電源 ケーブルとインタフェースケーブルび接続されたままの状態になっ 
ていまず。無理に 装置 か 5 引き出さないでください。 

巨. 5.25 インチデバイスか6電源ケーブルとインタフェースケーブルを外す。 

• 八ードディスクの 電源 ケーブルを取り外す場合は、ケーブルをねじったり、ケーブル部分を 
持って引っ張ったりせず、コネクタ部分をしっかりと持ってまっすぐに引き巧いてくださ 
い。 

• 空いた 電源 コネクタに 電源 コネクタカバーを取り付けてください。 

7. 電源ケーブルは空ぶ効果を妨げないようじファイルベイの空いたスペースへケーブルの余長部分 
を格納し、 SCSI ケーブルケーブルは装置内か6取り化す。 

8 . ファイルベイ前面に EMI ダミーパネルを取り付ける。 

9. フ□ントべゼルにダミーカバーを取り付ける。 

10. 手順1、2の逆の手順で Express サーバを組み立てる。 

iU 上で完了です。 












BIOS のセットアップ 


Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方まじついて説明します。 

Express サーバを導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく理 
解して、正しく設をしてください。 


システム BIOS 


SETUP- 


SETUP は Express サーバの基本八ードウエアの設をを行うためのユーティリティツールで 
す 。この ユーティ リティは Express サーバ内のフラッシュメモリに標準でインストールされ 
ているため、専用のユーティリティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設をされる内割ま、化荷時に Express サーバにとって最も標準で最適な状態に設定 
していますのでほとんどの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に 
説明するような場合など必要に応じて使用してください。 


• SETUP の操作は、システム管理者(アドミニストレータ）び行ってください。 

• SETUP では、パスワードを設定ずることびできまず。パスワードには、 
rSupervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルびあります。 「 Supervisor 」 レベルのパスワー 
ドで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変更びできます。 「 Supervisor 」 の 
パスワードび設定されている場合、 「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更 
できる項目び限5れまず。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス I ルする前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• Express サーバには、最新のバージヨンの SETUP ユーティリティがインス!ルされ 
ています。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びあります。設定 
項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い合わせてく 
ださい。 


起動 

Express サーバの電源を ON じすると 「 NEC 」□ ゴが表示されます。 □ ゴが表示されたら、 
< F 2> キーを押してください。ディスプレイ装置の画面に POST (Power On Se け- Test ) の実 
行内容が表示された場合は、実行内容が表示された後にく F 2> 羊一を押してください。 


しばらくすると、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 

I n-O く F 2> キーやその他のキーを何度も}甲さないでください。 
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JU 前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が 
表示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password:[ ] 


パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、 Express 
サーバは動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 

，: パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 「 Supervisor 」 で 

は、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを変更したりすることができま 
す。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更できる設をに制限があります。 


キーと画面の説明 

车ーボード上の次の车一を使って SETUP を操作します（羊一の機能については、画面下にも 
表示されています）。 


現在表示しているメニューを示す 


設定項目< 


I _ Phoenix BIOS Set ザ UtiUty _ I 

System Hardware 

► Thermal Sensor 

► Wake On Events 

AC-LINK: [Last State] 

► Console Redirection 

/ E "or Ifomation: [Press E nter] 

‘ \ 

Item Specific Help 

Thermal Sensor Menu. 

\ 

FI Help t i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ィ ^ Select Menu Enter Sein k Sub-Menu FlOPreviousValue 


オンラインヘルプ 
ウインドウ 


サブメニューが 
あることを示ず 


パラメータ（選択すると文字が反転する） 


キーの 機能説明 


カーソルキー （ t 、古） 

カーソル丰一（卜 、一) 

<— >丰一/<十> キー 

<Enter> 丰一 
<Esc> キー 
< F レキー 


<F9> キー 
<ド10>丰一 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

Main や Advanced、Security、System Hardware、Boot、Exit などのメニューを選択し 
ます。 

選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に「►」がつ 
いているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

選択したパラメータのま定を行うときに押します。 

ひとつ前の画面に戻ります。 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してください。 SETUP の 
操作についてのヘルプ画面が表示されます。 <Es にキーを押すと、元の画面に戻りま 
ず。 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（化荷時の設定 
と異なる場合がありまず）。 

SETUP を起動するまでに本装置が記憶していたパラメータに戻します。 
















設定例 


次にソフトウエアと連係した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設 
を例を示します。 



「 ESMPRO 」 び持つ温度監視機能と連携させる 

「System Ha 「 dwa 「 e _ H 「 The「nnal Sensor 」 一 「Thermal Sensor 」 イ Enabled 」 

rESMPRO / ServerManagerJ を使ってネットワーク経由で Express ヴーノ（の電源を制 
御する 

「System Ha 「 dwa 「 e _ K「Wake On Events 」 一 「Wake On LAN 」 一 「 Enabled 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
l"System HardwareJ ^ fAC - LINKJ^fPower On 」 

- POWER スイ、ソチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を OFF 
のままにする 

l"System HardwareJ ^ fAC - LINKJ^fLast State 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 System Ha 「 dwa 「 e _ K 「 AC - LINK 」 一「 Stay 饼 f 」 


起動関連 


Express ヴーバに接続している起動デバイスの順番を変える 

「目〇〇り^起動順唐を設定する 

POST の実行内容を表示する 

「 Advanced 」 一 「 Advanced 」 一 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 一 「 Enabled 」 
「 NEC 」 □ゴの表示中にく Es に车一を押しても表示させることができます。 

HW コンソールか5制御する 

l"System HardwareJ^fConsole Redirection 」 一それぞれの設定:をする 
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メモリ関連 


メモリ縮退機能を有効にする 

「 Advanced 」 一 「Memory Reconfiguration 」 一 
「DIMM Error Pause 」 一 「 Enabled 」 （有効） 

搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 


「 Advanced 」 一 「Memory Reconfiguration 」 一表爪を 
確認する 

画面に表示されている DIMM 番号とマザーボード上 
のソケットの位置はち図のように対応しています。 

メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 


「 Advanced 」 一 「Memory Reconfiguration 」 一 「 Clear 
DIMM Errors 」 一く Ente 「> 羊一を押す 



キーボー ド関連 


Numlock やキーリピートを設定する 

「 Advanced 」 一 rNumlock 」 一それぞれを設定:する 


USB 関連 


Windows 2日00で USB デバイスを使用する 

「 Advanced 」 イ Peripheral Conriguration 」 一 「USB Controller 」 一 「 Enabled 」 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

[" Security 」 一 ！" Set Supervisor Password 」 ーパスワードを入力する 
管理者パスワード （ Supervisor ） 、ユーザパスワード （ User ） の順に設定します。 

POWER スイッチの機能を有効/無効にする 

「 Security 」 一 「Power Switch Mask 」 一 「 Unmasked 」 (有効） 

「 Security 」 一 「Power Switch Mask 」 一 「 Masked 」 （無効） 

I M-O POWER スイッチをマスクすると POWER スイッチによる ON / OFF 操作に加え、「強制 
シャットダウン （130 ページ参照)」も機能しなくなりまず。 

セキュアモードを設定する 

に6加「け乂」一 ！ "Secure Mode 」 一それぞれを設定する 
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外付けデバイス関連 


外付けデバイスに巧する設定をする 

「 Advanced 」 一 「Peripheral Configuration 」 一それぞれのデバイスに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


Express ヴーバ内蔵の PCI デバイスに巧する設定をする 

「 Advanced 」 一 「PCI Device 」 一それぞれのデバイスに対して設定をする 

ディスクアレイコント□ーラボードまたはグラフィックスアクセラレータボードを取り付け 
る 

rAdvancedJ-^rOption ROM 」 一 「PCI Slot rU 一！" Enabled 」 n : 取り付けたス□、ソト番号 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「 Advanced 」 一 「 Advanced 」 一 「Reset Configuration Data 」 イ Yes 」 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「 Exit 」 一 「Save Changes & Exit 」 また(ま 「Save Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「 Exit 」 一 「Exit Without Saving Changes 」 また(ま 「Load Previous Value 」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す(出荷時の設定とは異なる場合びあります) 

「 Exit 」 一 「Get Default Values 」 
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パラメータと説明 

SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュー 

• Security メニュー 

• System Hardware メニュー 

• 目0 ot メニュー 
参 Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設ちがで 
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、化荷時の設定を 
説明をします。 


Main 

SETUP を起動すると、まずはじめに Main メニューが表示されます。 



Main メニューの画面上で設をできる項目とその機能を示します。 














項目 

パラメータ 

説 明 

Processor Type 

Pentium®4 

搭載している CPU のタイプを表示します 
(表示のみ）。 

Processor Speed 

2A GHz 

搭載している CPU のク□、ソクスピードを表示 
します（表示のみ）。 

Cache RAM 

己 12K 目 

キャッシュ RAM の容量を表示します（表示 
のみ）。 

System Memory 

640KB 

基本メモリの総量を表示します(表示のみ)。 

Extended Memory 

(披;張メモリ容量） 

披;張メモリの総量を表示します(表示のみ)。 

Language 

[English (US)] 

Fran が is 

Deutsch 

Italiano 

Espanol 

SETUP で表示する言語を選択します。 

BIOS Version 

Rel.6.0.0001 

システム BIOS のバージョンを表示します 
(表示のみ）。 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Diskette A 

N 饥 Installed 

使用するフ□、ソピーディスクドライブのタイ 


[1.44/1.25Mb 3.5"] 

プを選択します。通常は「1.44/1.2日 Mb 

3.己"」を選択してください。 

Primary Master 

20491MB 

(表示のみ） 

Primary Slave 

(IDE 1 の Slave の 
容量、有無、タイプ） 

(表示のみ） 

Secondary Master 

(IDE2 の Master の 
容量、無、 CD-ROM) 

(表示のみ） 

Secondary Slave 

(IDE2 の Slave の 
容量、無、 CD-ROM) 

(表示のみ） 


[]: 化荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「 Advanced 」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

t (下に示ず Advanced メニューの画面上では設定できる項目はありません。それぞれのサブ 
メニューを表示させて、サブメニュー上の画面で設ちします。項目の前に「►」がついている 
メニューは、選択して < Ente 「> 羊一を押すとサブメニューが表示されます。 




Item Specific Help 

► Advanced 


^ Memory Reconfiguration 

Select Advanced 

► Peripheral Configuration 

options. 

► PCI Device 


► Option ROM 


► Keyboard Features 


► Advanced Chipset Control 



F1 Help t i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ >• Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Previous Value 


Advanced 


Advanced メニューで「 Advanced 」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 
























項目 

パラメータ 

説 明 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Configuration Data ( POST で記憶している 


Yes 

システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 に 
設定します。装置の起動後にこのパラメータ 
は 「 No 」 に切り替わります。 

Boot-time Diagnostic 

[ Disabled ] 

起動時の自己診断 ( POST ) の実行画面を表示 

Screen 

Enabled 

させるか、表示させないかを設定します。 
「 Disabled 」 (こ設定すると、 POST の間、 
「 NEC 」 □ゴが表示されます。（ここで < Esc > 
キーを押すと POST の実巧画面(こ切り替わり 
ます。） 

「Console Redirection 」 が設定されている場 
合は、無条件(こ 「 Enabled 」 に設定されます。 

POST Error Pause 

Disabled 

POST の実行中にエラーが発生した際に 


[ Enabled ] 

POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうかを設定します。 

ACPI Suspend Type 

に 1] 

S 1 :Windows 2000のスタンバイ時の動作を 


S 3 

設定します。 

スリープ中でち CPU やチップセットなど 
のシステムコンテキストを失いません。 
また、八ードウエアは全てのシステムコ 
ンテキストを管理しています。 

S 3: システムメモリを除くすべてのシステム 
コンテキストを失います。八ードウエア 
はメモリコンテキストを管理し CPU とセ 
カンドキャッシュの構成情報をリストア 
します。 


[]: 出荷時の設定 
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Memory Reconfiguration 


Advanced メニューで 「Memory Reconfiguration 」 を選択すると、下の画面が表示され 
ます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

DIMM Group #1 - #3 Status 

Normal 

メモリの現在の状態を表示します。 


Error 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 


None 

ます。 「 Error 」 は故障していることを、 

「 None 」 はメモリが取り付け6れていないこ 
とを示します。（表示のみ） 

画面(こ表示されている DIMM 番号(こ対応する 
マザーボード上の DIMM ソケット(こついては 
106ページを参照してください。 

Clear DIMM Errors 

Enter 

< Enter > キーを押すと、メモリのエラー情報 
をクリアします。故障した （「 Error 」 と表示さ 
れていた）メモリをを換したときは、 
< Enter > キーを押してエラー情報をクリアし 
てください。 

DIMM Error Pause 

Disabled 

POST を実行中、メモリのエラーが発生した 


[ Enabled ] 

際(こ POST の終りで POST をいったん停止す 
るかどうかを設定します。 


]： 化荷時の設定 



















Peripheral Configuration 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration 」 を選択すると、 W 下の画面が表示されま 
す。 



Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


Peripheral Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port 1; 

口 F 8, IRQ 4] 

Disables serial port 1 

Serial Port 2: 

町 8, IRQ 3] 

or sets the base 

Parallel Port: 

[378, IRQ 7] 

addressi/l RQ of serial 

Parallel Mode: 

に CP, DMA 3] 

port L 

Diskette Controller: 

[Enabled] 


Mouse: 

[Auto Detect] 


LAN Controller: 

[Enabled] 


VGA Controller: 

[Enabled] 


USB Controller: 

[Enabled] 


Legacy USB Support: 

[Disabled] 


IDE Controller: 

。〇 th] 



FI Help t Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--Select Menu E nter Select ^ Sub-Menu F10 Previous Value 


項目については次の表を参照してください。 
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M-O 割り込みやべース I / O アドレスび他と重複しないように注意してください。設定した値び他 
のリソースで使用されている場台は黄色で表示されます。黄色で表示されている項目は設定 
し直してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port 1 

Serial Port 2 

Disabled 

3 F 8, IRQ 3 
[3 F 8, IRQ が 
[2 F 8, IRQ 3] が 
2 F 8, IRQ 4 

3 E 8, IRQ 3 

3 E 8, IRQ 4 

2 E 8, IRQ 3 

2 E 8, IRQ 4 

Auto 

シリアルポート1、2の無効またはベースア 
ドレスおよび割り} A みを設定します。 

「Console Redirection 」 設定時にはシリアル 
ポート2のべースアドレスおよび割り} A み 
は 「Console Redirection」-「Serial Port 
Address 」 と同じに設定してください。 

シリアルポート1の出荷時の設定 
がシリアルポート2の出荷時の設定 

Parallel Port 

Disabled 

378, IRQ 己 
[378, IRQ 7] 

278, IRQ 己 

278, IRQ 7 

SBC , IRQ 5 

SBC , IRQ 7 

Auto 

パラレルポートの無効またはベースアドレ 
スおよび割り 3 A みを設定します。 

Parallel Mode 

Output only 
Bi-directional 

EPP 

ECP 

ECP，DMA 1 
[ ECP , DMA 3] 

パラレルポートの動作モードを選択します。 
パラレルポートが Disabled の時には表示され 
ません。また 、 「Parallel Port 」 で選択したパ 
ラメータによって、表示(選択）できるパラ 
メータは次のとおりです。 

378、278を選択した時： Output Only 、 目 i - 
directional 、 EPP 、 ECP , DMA 1、 ECP , DMAS 

3 BC を選択した時： Output Only 、 Bi-directional 
Auto を選択した時： Output Only 、 目 i - 
directionak EPP、ECP 

Diskette Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

内蔵のフ□、ソピーディスクコント□-ラの有 
効/無効を設定します。 

Mouse 

Disabled 

Enabled 
[Auto Detect ] 

マウスの有効/無効を設定します。 「 Auto 」 

に設定するとマウスが接続されていると自動 
的(こ有効になります。 

LAN Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

内蔵の LAN コント□ーラの有効/無効を設定 
します。 

VGA Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

内蔵の VGA コント□ーラの有効/無効を設 
定します。 

USB Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

内蔵の US 目コント□ーラの有効/無効を設定 
します。 

Legacy USB Support 

[ Disabled ] 

Enabled 

US 目を正式にサポートしていない 0 S でも 

US 目キーボードを使用できるようにするかど 
うかを設定します。 「 Enabled 」 に設定すると 
起動時に BIOS ROM 内に搭載されている 
USB ドライバが□ー ドされます。 

IDE Controller 

Disabled 

Primary 

Secondary 

[ Both ] 

内蔵 IDE コント□ーラの有効/無効を設定しま 
す。 


[]: 化荷時の設定 

















[Auto Select] 
[Auto Select] 
[Auto Select] 
[Auto Select] 
[Auto Select] 
[Auto Select] 
[Auto Select] 


Determines whether the 
PCI IRQ is assigned 
autmatically or 
manually. 


PCI Device 

Advanced メニューで 「PCI Device 」 を選択すると、 tTF の画面が表示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


項目については次の表を参照してください。 


F1 Help t ^ Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit *--^ Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Previous Value 


PCI Device 


Item Specific Help 


Advanced 


項目 


パラメータ 


説 明 


PCI IRQ 1 - 8 


Disabled 
[Auto Select ] 
IRQ 3 
IRQ 4 
IRQ 己 
IRQ 6 
IRQ 7 
IRQ 9 
IRQ 10 
IRQ 11 
IRQ 12 


PCI バスにある 8 本の割り 3 A み信号をどの 
IRQ リクエストに割り当てるかを設定しま 
す。 


]: 化荷時の設定 
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Option ROM 


Advanced メニユーで 「Option ROM 」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 PCI バス 
上の Option Rom BIOS の展開を設定します。 


Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


Option ROM 

Item Specific Help 

On Board LAN: [Enabled] 

PCI Slot 1; [Enabled] 

PCI Slot 2: [Enabled] 

PCI Slot 玉 [Enabled] 

PCI Slot4: [Enabled] 

Disables/enables the 
mappi ngof the on-board 

LAN BIOS. 


FI Help t ^ Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit >- Select Menu Enter Select k Sub-Menu F10 Previous Value 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

On Board LAN 

Disabled 

[ Enabled ] 

マザーボード上の LAN コント □ —ラの目10 S 
の有効/無効を設定します。 

PCI Slot 1 - PCI Slot 4 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI バスに接続されているデバイス（ボード） 

に搭載されている BIOS の有効/無効を設定し 
ます。 BIOS の展開領域が不足した場合は、 
ブートさせる必要のない SCSI コント□ーラ 
ボードや LAN コント□ーラボードを取りがけ 
ているス□、ソトを 「 Disabled 」 (こ設定してくだ 
さい。また、展開領域の過不足に関係な< 
ブートさせる必要のない SCSI ボードは 
「 Disabled 」 に設定することを推奨します。 


]： 出荷時の設定 


















Keyboard Features 


Advanced メニューで 「Keyboard Features 」 を選択すると、 JU 下の画面が表示されます。 
「Keyboard Features 」 では、キーボード関連の設定:を行います。 



を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

NumLock 

[ Auto ] 

On 

Off 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 「 Auto 」 では、テンキーか6の入 
力をお化したとき(こ有効にします。 

Key Click 

[ Disabled ] 

Enabled 

キークリ、ソクの音の有効/無効を設定しま 
す。 

Keyboard auto-repeat rate 

2 /sec 

6 /sec 

[10/ sec ] 

13.3 /sec 

18.5 /sec 

21.8 /sec 

26.7 /sec 

30 /sec 

キーリピート時、1秒間に出力される文字の 
数を設定します。 

Keyboard auto-repeat delay 

1/4 sec 

1/2 sec 

3/4 sec 
[1 sec ] 

キ ー IJ ピートが開始されるまでの時間を設定 
します。 


]： 化荷時の設定 
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Advanced Chipset Control 


Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control 」 を選択すると、 W 下の画面が表示され 
ます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Graphics Aperture: [64Mb] 

Select the size of the 
Graphics Aperture for the 
AGP video device. 


FI Help t ^ Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit >- Select Menu Enter Select k Sub-Menu F10 Previous Value 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Graphics Aperture 

32 Mb 

AGP に対応したグラフィ、ソクスアクセラレー 


[64 Mb ] 

夕が DIME (Direct Memory Execution ) 機能 


128 Mb 

を使用するときのアパーチヤサイズ（メモリ 


256 Mb 

サイズ)を指定します。 


]： 出荷時の設定 
















Security 

力ーソルを 「 Security 」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 




Phoenix BIOS Setup Utility 
Security 


User Password を登 
も录しているときのみ選 
択できる。 


Passwoi 

rord 


Supervisor Password Is: 
User Password Is: 

Set Supe 
Set User Passwoi 
Password on boot: 
Diskette Access: 

Floppy Write Protect: 

► Secure Mode 

Switch Mask: 
ion ROM Menu Mask: 


Powe 

Optioi 


Clear 

Clear 

Enter] 

Enter] 

[Disabled] 

[Supervisor] 

[Normal] 

Wnmasked] 
… nmasked] 


Item Specific Help 


controls access to the 
setup utility. 


FI Help 
Esc Exit 


t i Select Item 
^ —— ►Select Menu 


-/+ Change Value 
Enter Select 


な lues 
► Sub-Me 


F9 Setup Defaults 
F10 Previous Value 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかで < Ente 「> キーを押す 
と]:又下のような画面が表示されます(画面は rSet Supervisor Password 」 を選択したときの 
画面です）。 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Security 


Supervisor I 
User Password Is: 

Set Supervisor Password 
Set User Password 

k A/ord on boot: 
ette Access: 

Floppy Write Protect 
ミ Mode 

r Switch Mask: 
Option ROM Menu M 


Password Is: 


Passwoi 
Disk 加 


► Secure 
Power S’ 



Item Specific Help 


Superviosor Password 
controls access to the 
setup utility. 


FI Help 
Esc Exit 


i Sel 
一 Sel( 


lect 

lect 


Item 

Menu 


-/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Enter Select >■ Sub-Menu F10 Previous Value 


ここでパスワードの設定を行います。パスワードは7文字 W 内の英数字および記号で丰一 
ボードから直接入力します。 


m 


• 「User Password 」 は 、 「Supervisor Password 」 を設定していないと設定できません。 

• 0 S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 
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を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Set Supervisor Password 

7 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワード 
ですベての SETUP メニューにアクセスでき 
ます。この設定は、 SETUP を起動したとき 
のパスワードの入力で 「 Supervisor 」 で□グイ 
ンしたときのみ設定できます。 

Set User Password 

7 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザのパスワード入 
力画面(こなります。このパスワードでは 
SETUP メニューへのアクセスが制限されま 
す。あ6かじめ 「Supervisor Password 」 を 
設定しておかないと設定できません。 

Password 

Enabled 

[ Disabled ] 

ブート時にパスワードの人力を巧う/行わな 
いの設定をします。先にスーパバイザのパス 
ワードを設定する必要があります。もし、 
スーパバイザのパスワードが設定されてい 
て、このオプションが無効の場合は BIOS は 
ユーザがブートしていると半1断します。 

Diskette Access 

[ Supervisor ] 

User 

スーパバイザがフ□、ソピーディスクドライブ 
の使用を制限します。スーパバイザのパス 
ワードの設定が必要です。 

Floppy Write Protect 

Write Protected 
[ Normal ] 

Secure Mode の間、フ□、ソピーディスクド 
ライブにセットしたフ□、ソピーディスクへの 
書き込みを許可するか禁止するかを設定します。 

Power Switch Mask 

[ Unmasked ] 

Masked 

POWER スイ、ソチの機能の有効/無効を設定 
します。 「 Masked 」 に設定すると、 0 S の起 
動後は POWER スイ、ソチで電源を OFF できな 
くなります。（強制シャットダウン （POWER 
スイ、ソチを4秒 U 上押して強制的にシャット 
ダウンさせる機能）も含む。） 

Option ROM Menu Mask 

[ Unmasked ] 

Masked 

オプション ROM 展開中のキー入力の有効/ 
無効を設定します。 


]: 出荷時の設定 













g 白 cur 巨 Mode 

Security メニューでに ecure Mode 」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Security 


Secure Mode Hotkey 
を 「 Enabled 」 にしてい 
るときに設定できる。 
「 Disabled 」 のときは表 
示されない。 


Secure Mode Timer: 
Secure Mode Hotkey: 
> Ctrl4Alt+ 

'Secure Mode Boot: 


[Disabled] 

[Disabled] 

[L] 

[Disabled] 


Item Specific Help 


Period of keyboard/ 
mouse inactivity 
required before 
Secure Mode activates. 
Select a time in 
minutes. A password 
must be entered for 
Secure Mode to work. 


FI Help 
Esc Exit 


i Select Item 
Select Menu 


-/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Me 


F9 Setup Defaults 
F10 Previous Value 


Secure Mode は、ユーザパスワードを持つ利用者じ(外からのアクセスを制限するモードで 
す 。 Secure Mode を解除するまで POWER スイ、ソチ、 DUMP スイ、ソチ、羊ーボード、マウ 
スは機能しません 。 Secure Mode 中、 Express サーバの羊ーボード上のランプが ScrollLock 
ランプ、 CapsLock ランプ、 NumLock ランプの順に点滅します。 

Secure Mode の状態にある Express サーバを通常の状態に戻すには、羊ーボードからユーザ 
パスワードを入力してく En おりキーを押してください。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Secure Mode Timer 

[ Disabled ] 

1 min 

2 min 
己 min 

10 min 

30 min 

1 hr 

2 hr 

キーボードやマウスか6の人力が途絶えて 
か 6 Secure Mode に人るまでの時間を設定 
します。 

「 Disabled 」 の時は Secure Mode (こなりませ 
ん。 

Secure Mode Hotkey 

[ Disabled ] 

Enabled 

キーボードか6の入力による Secure Mode 
の起動の有効/無効を設定します。 

Ctrl + Alt + 

任意のキー 

Secure Mode を起動させるキーを設定しま 
す。 < Ctrl > キーと < AI わキーを押しなが6設 
定したキーを押すと Secure Mode が起動し 
ます 。 Secure Mode Hotkey を 「 Enabled 」 (こ 
設定しているときじ機能します。 

Secure Mode Boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

Express サーバの起動時(こ Secure Mode で 
起動させるかどうかを設定します。 


]： 化荷時の設定 
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System Hardware 


カーソルを 「System Ha 「 dwa 「 e 」の位置じ移動させると 、System Hardware メニューが表示 
されます。 

System Hardware メニューで設定できる項目とその機能を示します。 



「Thermal Sensor 」 と 「Wake On Event」、「Console Redirection 」 は選択後、 < Ente 「> 羊一 
を押してサブメニューを表示させてから設をします。 「Error Information 」 の下にエラー□グ 
が表示されている場合があります。エラーの意□ホは、69ぺージの 「BIOS Error Information 」 
を参照してください。 

を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

AC-LINK 

Stay Off 

AC-LINK 機能を設定します。 AC 電源が再度 


[Last State ] 

供給されたときの Express サーバの電源の状 


Power On 

態を設定します(下表参照)。 

Error Information 

[Press Enter ] 

< Enter > キーを押すとエラー□グをクリア 
します。 


[]： 出荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設をと本装置の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作 
を次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中の C 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制シャツトダウン* 

Off 

On 

On 


* POWER スイ、ソチを4秒] U 上押し続ける操作です。強制的(こ電源を OFF (こします。 


























Thermal Sensor 

System Hardware メニューで 「Thermal Sensor 」 を選択し < Ente 「> 羊一を押すと、 W 下の画 
面が表示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 

System Hardware 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Upper Limit 

7 〜 [5 引〜 80 

ブート抑止を行う上限値を設定します(単位 
は rC」）。「Lower Limit 」 の設定值(こ「14」を 
加えた値より大きい值(こ設定してください。 

Lower Limit 

〇〜间〜 73 

ブート抑止を行う下限値を設定します(単位 
は rc 」)。 4° CU 下(こ設定しないでください。 
「Upper Limit 」 の設定值か14」を引いた值 
よリルさい値に設定してください。 


[]： 化荷時の設定 
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Wake On Events 

System Hardware メニューで 「Wake On Event 」 を選択しく Ente 「> キーを押すと、下の画 
面が表示されます 。 「Wake On Event 」 は Windows NT 4.0システムでのみ有効となります。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Wake On LAN 

Disabled 

[ Enabled ] 

ネットワークを介したリモートパワーオン機 
能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポートを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。（シリアル 
ポート1のみ機能します。） 


]： 化荷時の設定 
















Console Redirection 


System Hardware メニューで 「Console Redirection 」 を選択しく Enter 〉 羊一を押すと、下 
の画面が表示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


Console Redirection 

Item Specific Help 

Serial Port Address: [Disabled] 

Baud Rate: [19.2K] 

Flow Control: [CTS/RTS] 

Console connection: [Direct] 

If enabled, the console 
will be redirected to 
this port. 


FI Help t ^ Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defai 

Esc Exit - Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10Previous Vc 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port Address 

[ Disabled ] 

Serial Port 2 

HW コンソールを接続するシリアルポートの 
アドレス/割り 3 A みを設定します。 

("Serial Port 2」を設定すると 「 Boot-time 
Diagnostic Screen 」 が 「 Enabled 」 (こなり 
ます。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 K ] 

38.4 K 

57.6 K 

115.2 K 

接続する HW コンソールとのインタフェース 
に使用するボーレートを設定します。 

Flow Control 

No Flow Control 
XON/XOFF 
に TS / RTS ] 

フ□一制御の方法を設定します。 

Console connection 

[ Direct ] 

Via modem 

HW コンソールとの接続方法を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Boot 

力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、目 oot メニューが表示されます。 

Express サーバは起動時にこのメニューで設定した順番にデバイスをサーチし、起動ソフト 
ウェアを見つけるとそのソフトウエアで起動します。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


CD-ROM Drive 
卜 Removable Device 


- Hard Drive 
Realtek Boot 


Agent 


Item Specific Help 


Key used to view or 
configure devices : 

<E nter> expands or 
collapses devices with 
a +or- 

<Ctrl4E nter> expands or 
disables a device. 

<+> and <-> moves the 
device up or down. 
<n>May more removable 
device between Hard Disk. 
<d> Remove a device 
that is not installed. 


Esc Exit -< — * 5础 


lect 

lect 


Item 

Menu 


-/+ Change Valu( 
Enter Select 


les 

；ub-Me 


F9 Setup Defaults 
F10 Previous Value 


<t > キー/ <1 > 羊一、く十 > 羊一/<一>丰一でブートデバイスの優先順位を変更できます。 
名'デバイスの位置へく t >羊 一/く i >キーで移動させ、く十 >キー/く一 >羊一で優先順位を変 
要できます。 


EXPRESSBUILDER を起動する場合は、上図に示す順番に設定してくださし、。 














Exit 


力ーソルを Exit の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


Save Changes & Exit 
Exit Without Saving Changes 
Get Default Values 
Load Previous Values 
Save Changes 


Item Specific Help 


Exit System Setup and 
save your changes to 
CMOS. 


FI Help t Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

^--Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Previous Value 


Esc Exit 


Enter Select ^ Sub-Menu FlOPreviousVal 


このメニューのをオプションについて次ページに説明します。 
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Save Changes & Exit 


新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存して 
SETUP を終わらせる時に、この項目を選択します。 Save 
Changes & Exit を選択すると、ちの画面が表示されます。 
ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS (不揮発 
性メモリ）内に保存して SETUP を終了し、 Express サーバは 
自動的にシステムを再起動します。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


xit 

ing Changes 

|S … 

E 

田 



C 

Setup Confirmation! 

Save configuration changes and exit now? 

[Yes] [No] 






Exit Without Saving Changes 


新たに選択した内容を CMOS 坏揮発性メモリ）内に保存しな 
いで SETUP を終わらせたい時に、この項目を選択します。 
ここで、「N0」を選択すると、変更した内容を保存しないで 
SETUP を終わらせることができます。 「Yes」 を選択すると変 
要した内容を CMOS 内に保存して SETUP を終了し、 Express 
サーバは自動的にシステムを再起動します。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


xit 

ingCh 

lues 

langes 


E 

Si 

C 

Setup Warning! 


Configuration has not been saved! 
Save before exiting? 

[Yes] [No] 






Get Default Values 


SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項 
目を選択します。 Get Default Values を選択すると、ちの画 
面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択すると、デフォルト値に戻ります。 
「No」 を選択すると Exit メニユーの画面に戻ります。 

M-O モデルによっては、出荷時の設定とデフオルト値び異な 
る場合びあります。この項で説明している設定一覧を参 
照して使用する環境に合わせた設定に直す必要びありま 
す。 


Phoenix BIOS Setup Utility 






Load default configuration now? 




Load Previous Valu 白 


CMOS に値を保存する前に今回の変更を]: i 前の値に戻したい 
場合は、この項目を選択します。 Load Previous Value を選 
択するとちの画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、 
W 前の内容に戻ります。 


Phoenix BIOS Setup Utility 




Save Changes 


SETUP を終了せず、新たに選択した内容を CMOS (不揮発性 
メモリ）内に保存する時に、この項目を選択します。 Save 
Changes を選択すると、ちの画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS (不揮発 
性メモリ）内に保存します。 


Phoenix BIOS Setup Utility 





Save conn gu ran on changes now? 
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ン PCI ボードの BIOS 


本装置には SCSI 機器を接続するための SCSI コント□ーラを搭載しておりません。本装置に 
SCSI 機器を増設する場合はオプションの SCSI コント□-ラを購入し、増設する SCSI 機器に 
あわせて設をを変更する必要があります。 

オプションの SCSI コント□ーラボードに接続した SCSI 機器に関する設をはオプションの 
SCSI コント□ーラボードに搭載されている SCSI 目 IOS ユーティリティを使います。 
詳しくはオプションの SCSI コント□ーラボードに添付のマニュアルを参照してください。 


Pi 


OS びインス! -- ルされたハードディスクを接続しない場合は 、 SCSI BIOS を Disabled に 
変更してください。 
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■ J セットとク IJ ア 


Express サーバが動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を化荷時の設をに戻すときに参照してくだ 
さい。 


■ J セツ 


0 S が起動する前に Express サーパが動作しなくなったときは、く Ct 「 l > 丰一とく Alt > 羊一を押 
しながら、<〇6|616>车一を押してください。 Express サーバがリセットされます。 


M-O リセットは、 Express サーバの DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
まいます。八ングアップしたとき ly 外でリセットを行うときは、 Express ヴーバびなにも 
処理していないことを確認してください。 


強制シャットダウン 


0 S から Express サーバをシ ャッ トダウンできなくなったとき 
や、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にできなくなった 
とき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

Express サーバの POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続けてくださ 
い。電源が強制的に OFF になります。（電源を再び ON にすると 
きは、電源 OFF 離制シャットダウン)から約10秒ほど待ってか 
ら電源を ON にしてください。） 

1 —"^ リモートパワーオン機能を使用している場 S ホ、一度、電 
源を ON にし直して、 OS を起動させ、正常な方法で電源を 
OFF にしてください。 



130 
















CMOS のク ij ア 


Express サーバの CMOS に保存されている内容をクリアする場合の手順について説明しま 
す。 

I n-O CMOS の内容をクリアずると SETUP の設定内容びずべて出荷時の設定に戻ります。 


CMOS のクリアは Express サーバ内部のコンフィグレーションジャンパスイッチを操作して 
行います。ジャンパスイ、ソチは下図の位置にあります。 



パスワードの保護/クリア用ピン 

2つのピンをショート：パスワードをクリアする 
2つのピンをオープン：パスワードを保護する（化荷時の設定） 

CMOS の内容の保護/クリア用ピン 

2つのピンをショート： CMOS の内容をクリアする 
2つのピンをオープン： CMOS の内容を保護する（出)荷時の設定） 


それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 






装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死 t ずるまたは重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 Mi 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 
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1.130 ぺージを参照して Express サーバの電源を OFR こして、電源〕ードをコンセントか6あく。 

2. 76〜79ぺージを参照して Express サーバのカバーを取りかす。 

3. クリアしたい機能のジャンパスイッチの設定を変更する。 

• £乂口巧55ヴーバのジャンパピン（ピン1 1-12) に付いているクリップを使用してくださし、。 
• クリップをなくさないようま意してください。 

4. Express サーバを元どおりに組み立てて POWER スイ、ソチを押す。 

己. POST を終了した6、電源を OFF (こする。 

目.ジャンパスイッチの設定を元(こ戻した後、もう一度電源を ON にして設定し直す。 

•LE12E] 

クリップをなくさないためにも使用後 
はジャンパピン11 -12 に差し込んでおい 
てください。その化のジャンパピンに 
差し込むと誤動作をするおそれがあり 
ます。 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I / O ポートアドレスは、化荷時に次のようじ割り当てられています。オプションを増設す 
るときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

出)荷時では、次のように割り当てられています。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

8 

リアルタイムク□、ソク 

1 

キーボード 

9 

SCI (対応 OS を使用時のみ有効） 

2 

カスケード接続 

10 

PCI 

3 

COM 2 シリアルポート 

11 

PCI 

4 

COM 1シリアルポート 

12 

マウス 

己 

PCI 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

6 

フ □、ソ ピーディスク 

14 

プライマリ IDE 

7 

LPT 1 パラレルポート 

15 

セカンダリ IDE 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 

出)荷時では、 PCI デバイスの割り込みは次のように割り当てられています。割り込みの設 
走:は、巨 IOS セットアップメニューに ETUP 」 で変更できます。詳しくは103ぺージを参照 
してください。 


メニュー項目 

割り込み 

出荷時の旧 Q 設定 

INT Pin 1 Assignment 

オンボード LAN 

IRQ 11 

INT Pin 2 Assignment 

PCI ス□、ソト #4 

IRQ 10 

INT Pin 3 Assignment 

AGP ス□、ソト 

IRQ 10 

INT Pin 4 Assignment 

USB 

IRQ 5 

INT Pin 5 Assignment 

PCI ス□、ソト #1 

IRQ 10 

INT Pin 6 Assignment 

PCI ス□、ソト #2 

IRQ 10 

INT Pin 7 Assignment 

PCI ス□、ソト #3 

IRQ 10 

INT Pin 8 Assignment 

オンボード VGA 

未使用 
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I/O ポートアドレス 


アドレス 

使用チップ 

00 -OF 

DMA 1 コント□-ラ 

20-21 

割り込みコント□ーラ1 

2 E -2 F 

S - I /0 コンフィグレーシヨン 

40-43 

タイマ1 

4 E -4 F 

( S - I /0 コンフィグレーシヨン 2) 

60 

キーボー ド/マウス 

61 

ノンマスカブルインターラプト 

64 

キーボー ド/マウス 

70-73 

リアルタイムク□、ソク、ノンマスカブルインターラプト 

80-8 F 

DMA 1 、 DMA 2 

92 

ポート92 

201 

ウォッチドックタイマ 

A 0- A 1 

割り込みコント□ーラ2 

B 2- B 3 

アドバンストパワーマネージメント 

C 0 -DF 

DMA コント□-ラ2 

F 0 

コプ□セッサエラー 

170-177 

( IDE セカンダリバス） 

1 F 0-1 F 7 

( IDE プライマリバス） 

278-27 F 

(パラレルポート 3) 

2 F 8-2 FF 

シリアルポート2 

370-377 

(フ□、ソピーディスクコント□-ラ2)、 IDE コント□-ラ2 

378-37 F 

(パラレルポート 2) 

3 BC -3 BE 

パラレルポート1 

3 BF -3 DF 

VGA 

3 F 0-3 F 7 

フ□、ソピーディスクコント□ーラ1、 IDE コント□—ラ1 

3 F 8-3 FF 

シリアルポート1 

4 D 0-4 D 1 

割り込みコント□-ラ1、2 

CF 8 -CFB 

PCI コンフィグレーシヨンアドレス/リセ、ソトコント□-ル 

CFC-CFF 

PCI コンフィグレーシヨンデータ 


*1 16進数で表記しています。 

*2 PCI デバイスの I/O ポートアドレスは PCI デバイスの種類や数によって任意に設定されます。 


































